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地縁

団体
富岡北
（富岡北地区まちづくり協議会）

ふるさと富岡文化講座 １．どのような活動？

地域の忘れられた歴史を掘り起こします。今回は、「津田白印の甘露育児院と富

岡地区」の題で開催しました。

２.活動をしていて良かったこと

現在はもう形は残っていませんが、１２５年前にはこの地域に当時では全国でも

珍しい孤児院の施設が建設され、その運営に地域の人たちが協力していたことも

わかり感動が広がりました。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

ありません。

４.（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

ありません。

ラジオ体操 １．どのような活動？

小学校の夏休みの始まりの５日間、地域の住民全体で早朝よりラジオ体操を行い

ます。

２.活動をしていて良かったこと

平生は見かけない地域の子どもたちの顔が覚えられ、一緒に活動することにより

親近感が生まれます。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

若い参加者を増やすことです。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

子どもたちに声掛けをしてコミュニケーションをとったり、喜びそうな景品を用

意して増加につなげました。。

泥リンピック １．どのような活動？

近くの保育園の先生と園児とその親たちや地域の大人たちが田植えの前に田ん

ぼに入ってどろんこ遊びをする。

２.活動をしていて良かったこと

日ごろはコンクリートやアスファルトの世界にいて自然とはかけ離れた生活を

していますが、この時だけは大人も子ども時代に帰ってたのしめる貴重なひとと

きです。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

ありません。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

ありません。
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地縁

団体
富岡南

（富岡南地区まちづくり協議会）

秋祭り(だんじりの運行) １．どのような活動？

基本的に小さいな子供を「だんじり」に乗せ、大人のサポートを受けて小学生以

上が地区内をだんじりで運行しています。

２．活動をしていて良かったこと

以前は樋守地区(小地区)のみで運行していましたが富岡南地区全体に拡大したこ

とにより、だんじり等の運行を廃止した小地区の子供達にも喜ばれています。ま

た、伝統文化の継承にも貢献していると考えています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

近年の少子化に伴い、参加人員の確保に苦労しています。特に太鼓をたたく高学

年の生徒も習い事などで、練習への参加も激減しています。また、安全確保を担

う成人男性のも不足気味です。

４．上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしていますか？

地域内に広報誌等を配布して参加を呼び掛けると共に、役員に子供のいる近隣家

庭に直接呼びかけもしてもらっています。成人男性については最優先で配置し、

不足の場合は過去の役員等の有志にお願いしています。

盆踊り大会
１．どのような活動？

地域の活性化と連帯感を深めるため、実施に併せて夜店・ふうせん芸・抽選会・ミ

ニ花火大会をしています。

２．活動をしていて良かったこと

富岡南地区は各種の集合住宅や小規模町内会が集まっており、地区全体のコミュニ

ケーションを図る機会であり連帯感も生まれるものと考えています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

舞台・盆提灯設営や夜店の準備には、力仕事も多く１日以上の稼働が必要で猛暑で

の作業ということもあり、休憩・水分補給等の熱中症対策に苦労しています。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか

舞台の設営は１週間前に舞台を設営してブルーシートで雨除けをする等、事前準備

できる作業は極力早目の涼しい時間帯に実施しています。また、多くの稼働が必要

なことから担当役員数も増員して臨んでいます。

地域内の清掃活動
１.どのような活動？

地域住民が自宅周辺及び公共施設の清掃・草刈り活動を定期的に実施しています。

２．活動をしていて良かったこと

集会所や公園等の公共施設の清掃・草刈りにはエリア全域から参加されるので、公

共施設の環境整備に加え普段は関係性の低い住民とのコミュニケーションも図れ

連帯感も高まります。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

公園の草刈りでは、急な斜面があり高齢者には危険が伴います。また、公園の面積

も広く夏季は成長も著しいことから清掃活動前に除草剤の散布等が必要ですが、

こういった器具を扱える人材も減少しています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしています

か？

急斜面については、草刈機などの使用は控え手作業により実施しています。事前作

業については、器具を扱える一部住民(有志)により実施しています。ただ、一部住

民に負担が掛るので対処を検討しているところです。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

2



地縁

団体
笠岡
（笠岡地区まちづくり協議会）

「まち協かさおか」広報紙の発行
１．どのような活動？

毎月広報紙を発行して、まち協や小中学校の行事、防災の知識などを住民の方に

お知らせしています。

２.活動をしていて良かったこと

笠岡小学校のご理解を頂いて、普段見ることがない行事を取材しています。会報

を見た方々から労いの声を聞くことがあり、関心が寄せられるていることを感じ

ています。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

興味を持ってもらえる紙面を心掛けていますが、発行当時からＡ４の両面印刷の

ため紙面が限られ、季節的には前年と類似の記事になりやすいこと。

４.（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

紙面を工夫するため市民活動支援センターのアドバイスを受けています。特

に６年度から取り組んでいる「まちづくり計画の見直し」を地域の方に伝え

ていくための情報発信に努めています。

モルタルデコ教室の開講 １．どのような活動？

オリジナルの花鉢やミニチュアハウスなどを作る DIY クラフティングで、ベー

スとなるスタイロフォームを加工してインスタントセメントを塗り、塗装や図柄

を入れて作品に仕上げる。

２.活動をしていて良かったこと

笠岡地区にお住いの方からご指導を受けて、少人数ながら隔週の２時間コースで

取り組んでいます。細かい作業を伴いますが、手先の運動や脳トレにもつながり

参加者から好評をいただいています。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

講師のスケジュールにより平日の活動になっており、参加希望者を会報で募りま

したが、企画した福祉部会の部員と口コミで５名が集まりました。当初の定員１

０名に余裕があるので、会報に活動の写真などを掲載して再募集しています。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

制作中の様子や作品の完成写真を会報に掲載して、地域の人達に興味を持っても

らえるように情報発信しています。

第７回防災学習会の開催
１．どのような活動？

防災知識を習得して自助・共助の力を培い、地域の防災力を高めて風水害や

地震に備える。

２.活動をしていて良かったこと

終了後にアンケート調査をしましたが「我が事意識を持って常日頃から備えたい

と思っています。」「家族で話し合いながら危機感を持つことが必要だと感じまし

た。」などの意見が寄せられ、徐々に防災意識が高まってきています。

３．企画・活動をするにあたって苦労した（している）ところは？

約２時間の学習会ですが、参加者から一定の評価を得られる内容に仕上げるこ

と。また、参加人数を６０人程度に制限するので各地区からバランス良く参加し

てもらうこと。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

第１回目から防災士の資格を持つ坂本氏に講師をお願いしており、直近の災害事

例を振り返りながら参加者が興味を持ってもらえる内容にしています。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体
番町
（番町地区まちづくり協議会）

防災事業
１．どのような活動？

南海トラフ大地震による津波を想定した高台への一斉避難訓練を行い、

その後防災についての講義を受けました。

２．活動をしていて良かったこと

実際に一斉避難訓練を行ったことで課題が見えました。講義も専門の方

によるもので気をつけなければと身の引き締まる内容でした。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

南海トラフ大地震はいつきてもおかしくないと言われていますが関心は

低く、ひとりでも多くの参加者を募るにはどうしたら良いか苦労しまし

た。

４.（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

解決には至りませんでした。来年度も同じようなことを計画しています。

より多くの方に参加頂けるよう声かけを行なっていくしかないと思って

います。

敬老会 １．どのような活動？

敬老会対象者に敬意と感謝を込めて式典と演芸の 2 部構成で会を開いて

いました。最後の会の演芸はフラダンスと吹奏楽でした。

２．活動をしていて良かったこと

今年も元気に参加された方のお顔を見ることが出来たことです。年を重

ねると外に出ることが億劫になりがちですが、少しでも外に出る機会と

なれることです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

毎年同じような内容にならず、なお且つ楽しい会にしていくことに悩み

ました。この活動も予算内で最高のものにしていく取り組みには苦労し

ました。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

前年度の反省を活かして取り組みました。演芸は参加者の方からリクエ

ストがあり、それに応えた演目でした。

ふれあい夏祭り・冬まつり １.どのような活動？

夏祭りは盆踊りや出店等を通して老若男女問わず町民の絆が深まります。

冬まつりはもちつき等を行い子供達に楽しんで貰っています。

２．活動をしていて良かったこと

参加された方の笑顔を見ることや「楽しかった。」という声を頂くことです。

恒例行事となり思い出の一部になればと毎年取り組んでいます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

参加されるみなさまにとって楽しい会にするにはどうしたらよいかいつも

悩みます。限られた予算の中で運営していくことにも苦労しています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

恒例行事なので前年度の反省を活かし、企画メンバーで繰り返し話し合い

を行なってより良いものにしています。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体 新横島緑町
（新横島緑町まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

親睦事業（ふるさと祭）
１．どのような活動？

新横島緑町音頭を踊ったり，焼きそば等の「出店」の設置や

寄島竜王太鼓の演奏を聴くなど，楽しく夏のひと時を過ご

しました。

２．活動してよかったこと

会場設営から祭の運営，片付け等みんなで力を合わせるこ

とでふるさと意識の向上や親睦を深めることにより，地区

住民の連帯感を高めることができました。

３．（４）企画・活動するにあたって苦労したところは？

会場設営の都合もあり，子ども向けの催しが目立たなくな

っており，より多くの子どもたちの参加を得られるための

催しの検討が求められています。

４. （上記（３）について）どのような対策をしていますか？

しばらく活動を休止していました子供会が再開されたの

で，今後はお父さん・お母さん・子どもたちの意見を生かし

た催しを行います。

敬老事業（敬老会）
１．どのような活動？

地区内の高齢者の長寿を祝うとともに，交流を深めるために

「敬老会」を行いました。

２．活動をしていてよかったこと

世代を超えた交流を図ることにより，人と人のつながりを広

げ，高齢者が安心して暮らせる地域作りをすすめることがで

きました。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

地域の敬老会対象者が１９３名と昨年に比べ２２名増加し，

今後も地区内の集会所での開催は困難であり，会場や送迎方

法，事業内容などの検討が求められています。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

会場は，保健センターギャラクシーホールに変更して開催し

ました。会場が遠くなったため，敬老会参加者用の送迎バスの

運行を行いました。
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地縁

団体 今井
（今井地区まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

ジビエのわっか １．どのような活動？

当地で捕獲されたイノシシの尊い命を地域資源として有効に

活用し地域を元気にする。

２．活動していてよかったこと

今井イノコミプロジェクトという獣害駆除活動が地域の課題

として地区民の話題となりそして、ジビエとしての活用認知

が少しづつ広がっていることです。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

税金の有効活用による笠岡市地域資源の開拓を具体化するこ

とです。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

ジビエを活用した今井夏収穫祭・大学生ハンズオン支援事業

等開催によるジビエの認知度アップ、ジビエ処理施設視察等

によるジビエ産業の実態調査を行っています。

にこにこ農園今井 １．どのような活動？

地域住民の方が集まって休耕地で花と野菜を育てています。

育てたものはうまいやさんで調理したり、マルシェで販売を

行っています。

２．活動していてよかったこと

集まった皆さんからあちこちで色んな会話をしながら楽しそ

うに作業を行っています。また菜園を見に来られた方から”楽

しみに見ています”と声かけいただきます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

活動がまだ１年なので計画を作るのが大変です。参加される

皆さんも予定があるので行事日程をしっかりする必要があり

ます。計画しても日程を変更したり、寸前に行事予定を入れる

ので対応できない方がいます。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

メンバーが参加しやすくするために草刈り・草取りについて

は草の状態見て連絡していましたが、毎月曜日を決めて定例

行事に変えました。
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地縁

団体 金浦
（金浦地区まちづくり自治協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

防災部会：避難所運営訓練 １．どのような活動？

地区防災拠点（金浦公民館）での避難所運営訓練を繰り返し実

施することで、災害発生時でも混乱なく避難者受け入れがで

きる。

２．活動してよかったこと

受け入れ準備、避難者受付、避難場所への誘導等、実施のたび

に役割分担を変更し訓練することで、各人のスキルが向上。

３．（４）企画・活動するにあたって苦労したところは？

訓練参加者増に向けた日程調整に苦労している。夏場は酷暑、

９月から１２月にかけては地域行事が多く 1 月～２月に実施

することが多くなる。

４. （上記（３）について）どのように解決しましたか？またはど

のような対策をしていますか？

実施時期については今後も協議しながら調整する。まちづく

り代議員以外の方にも訓練に参加してもらい、避難所運営に

関する意見を募り、対応方法を協議する等改善に努めている。

企画部会：住民アンケート実施

１．どのような活動？

Ｈ29 年策定の「まちづくり計画」から７年経過、住民ニーズ

の変化を捉え今後の事業計画へ反映する。

２．活動をしていてよかったこと

QR コードを利用したオンライン回答方式を採用、アンケー

ト用紙による紙での回答も併用し誰でも気軽に回答できるよ

う工夫。オンラインでの意見集約等ノウハウを得られた。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

複数地区で実施されたアンケート項目を参考に、金浦に当て

はまる質問をグーグルフォームで作成。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？また

は、どのような対策をしていますか？

グーグルフォームのノウハウを市民活動支援センターに指導

をいただき作成。今後、各種要望を投稿できる常設アンケート

を作成予定。
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地縁

団体 城見
（城見地区まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

歩け歩け運動(大冝地区史跡散策）
１．どのような活動？

地域のボランティアの方の案内で、大冝地区の史跡を巡りま

した。

参加者は 21 名でした。

２．活動していてよかったこと

地域の歴史を説明していただき、先人達の思いや、これらを守

っている地域の方々のご苦労を知る事が出来ました。

また、好天に恵まれて、とても気持ちよく歩けて運動不足の解

消になりました。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

世代間交流という事で、子供から高齢者まで幅広い年代の参

加者を期待していましたが、小中学生の参加者が非常に少な

いことです。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

地域へ案内の回覧をするだけでなく、子供会や PTA にも声を

かけるようにします。

また、小学校周辺の史跡巡りについて、小学校の校外学習に提

案するように考えています。

大見山登山道整備
１．どのような活動？

登山道整備を行い、新年登山イベント及び地区民憩いの場と

するとともに、イノシシ駆除の作業道の整備になります。

整備の参加者は各回約 30 名で、新年登山には 65 名が参加

しました。

２．活動していてよかったこと

西日本豪雨の影響とコロナ渦で、4 年あまり中断していた登

山道整備を再開しましたが、多くのボランティアの方が整備

に参加してくださり、小学生の校外学習や新年登山イベント

も再開され、賑わいが戻りました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

まちづくり協議会の代議員の方々になるべく負担をかけず

に、新年登山イベントを実施したいと考えました。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または、対策

をしていますか？

再開前は、代議員の女性の方にお願いして、豚汁やぜんざい

などを作ってもらい、男性が鍋を抱えて上がっていました

が、それをやめて、頂上でお湯をわかし、カップしるこやコ

ーヒー、みかんを参加者にふるまいました。
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地縁

団体
陶山

（陶山地区みんなが輝くまちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

情報広報部会
１．どのような活動？

年間 4 回、地区内に眠るお宝（歴史・自然・神社・人等）を

見出し、住民に興味関心を持ってもらえるような活動です。

２．活動してよかったこと

活動を通して地区のこと、地区の人をより広く知ることがで

きることです。読んでもらえる紙面作りに工作するために人

の輪が広がりつつある事です。

３．（４）企画・活動するにあたって苦労したところは？

タイムリーな記事を提供していきたいですが、発行までに制

約があるので苦労しています。

４. （上記（３）について）どのような対策をしていますか？

地区内 4 つの字ごとに（有田・押撫・篠坂・入田）特派員を

設け身近な情報提供に努めています。

花いっぱい運動 １．どのような活動？

殺風景な道沿いを花いっぱいにすることで、歩く人たちの心

に豊かさをもたらしたいという思いで始めた活動。福祉施設

と有田友悠クラブが中心で 7 月と 1 月に植付を行い、通年で

維持管理を実施しています。

２．活動をしていてよかったこと

地区内外の人たちから「きれいですネ」と声をかけていただけ

ることが一番の喜びです。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

かかわっているボランティアの高齢化により、作業すること

に支障をきたしてきている。壮年層の加入をはかりたいと考

えています。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

ピンポイントで声をかけていますが、結果は出ていない状態

です。
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地縁

団体
大井
（大井まちづくり協議会）

安全・安心まちづくり事業 １．どのような活動？

通学路の交差点また、夜間人通りの少ない地域内の危険な場所を中心に、

のぼり旗を設置し交通事故防止、地域防犯等に啓発しています。

２．活動をしていて良かったこと

のぼり旗を各所に設置することによって、交通事故や事件もなく、地区内

を通行される方々の意識改革につながっていると感じています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

敬老会の方々や通学支援員の手によってのぼり旗を設置していますが、

台風などの強風より破損する場合あり、交換作業が大変です。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

台風情報により、協議会役員等が、のぼり旗を事前に低くするなどの対策

をしています。

大井草刈り支援事業 １．どのような活動？

地域内の耕作放棄地及び遊休農地の環境保全を地域住民有志（草刈り支援

隊）により、草刈り等により農地を再生する。

２．活動をしていて良かったこと

特に、学童の通学路周辺及び、現在耕作している田畑に隣接している遊休農

地の所有する、高齢者の方から喜んでもらっています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

草刈りの実施時期は、例年 7 月～9 月の暑い時期に集中し草刈り支援隊員

の健康管理に注意しながら、作業をしなければならなかった。また、草刈り

隊員の確保に苦労した。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

草刈り作業の時間帯を早朝又は夕方のできるだけ涼しい時間帯に作業をし

た。また、日程の調整が難しい場合は、協議会事務所で調整することにして

います。

ほたる舞う環境保全事業
１.どのような活動？

誰でも簡単に作れ環境に優しい微生物のえひめ AI-2 を地域住民の

方々と作成し、家庭環境の改善はもとより、管内にほたるが舞う環境を保

つ活動です。

２．活動をしていて良かったこと

毎回えひめ AI-2 の製作に参加される方々から悪臭が取れて、ヌメリ、

排水溝の付着物も剥がれやすくなったと成果を話され、和気あいあいの

交流の場となっている。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

愛育委員さんにより（年４回実施）参加を呼び掛けているが、毎回参加

者（常連）が 30 名程度で活動の理解があまり得られていないと感じて

おり、新規参加者を増やしたいところです。

４．（上記（3）について）どのような対策をしていますか？

大井まちづくり協議会で年４回発行の広報紙（大井ニュース）により、

より多くの方が家庭内で使用することで地域（吉田川）の環境美化につな

がることを伝えていきたいと思います。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体
大井南

（大井南まちづくり協議会）

各種高齢者協賛活動 １．どのような活動？

民生委員主催のサロン活動や長寿会主催の百歳体操、ペタンク、長寿会催

し物、その他で健康マージャン、グランドゴルフ活動です。

２．活動をしていて良かったこと

頭を使う活動から体を使う活動迄数多くの活動があり、ほぼ毎日何かの活

動が実施され、参加者は心身ともに元気になっています。各活動に参加す

ることにより参加者同志のコミュニケーションが図られました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

高齢者活動の参加者は今までは、女性の参加者が８割以上で、男性が入り

にくい環境にあった為、男性参加者を集めることに苦労しました。

４．（上記（3）について）どのように対策をしていますか？

男性が気軽に参加出来るようにと、興味ある活動を立ち上げることを考

え、健康マージャン活動を昨年度より導入しました。男性の参加者がほど

んどですが、日ごとに参加者の輪も広がっています。

安全安心活動（飛び出し人形設置） １．どのような活動？

見通しの悪い道路や車と接触の恐れがある交差点付近に、飛び出し人形

を設置した活動です。

２．活動をしていて良かったこと

飛び出し人形を設置することにより、車や自転車に注意を促し、歩行者が

安全に通行出来る様になりました。又、飛び出し人形設置付近では、車の

スピードも以前より抑えて通行する様になりました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

町内の危険箇所全部に飛び出し人形を設置するには、まちづくり予算も

限られている為、今回は１５体の飛び出し人形を設置することを決めま

した。設置するにあたり、危険箇所の優先を選定するのに苦労しました。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

残りの危険箇所については、２５年度で予算を取り、D ブロックのメイン

道路を中心に飛び出し人形を設置していくことを決めました。

MGK 環境美化活動
１.どのような活動？

美しいまちづくりを志す者同士が集まり、町内会のクリーン作戦で清掃

が出来ないエリアの草刈り、木の伐採を月１回行っています。

２．活動をしていて良かったこと

今まで町内周回斜面など清掃が出来なかった場所が綺麗になり、町民か

ら喜ばれています。又、ＭＧＫメンバー同士のコミュニケーションが図ら

れました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

MGK のメンバーの年齢層が高くなり、傾斜地での草刈りは体力的にきつ

い作業になっています。できれば若い人に参加してもらいたいのですが、

まずは一人当たりの負担を軽減する為、参加メンバーを増やしていきま

す。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

若い人が MGK 活動に参加してもらえる為に、町内会理事会や役員会ま

たは、広報誌で活動状況を報告し、参加者を募集していきます。又、活動

に参加した皆さんには弁当等出して、参加を促していきます。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体 吉田
（吉田地区まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

まちづくり活動支援
１．どのような活動？

自治組織や各種団体が自主的に行うまちづくり活動（草刈り、

道路清掃、防災訓練等）を支援する。

２．活動していてよかったこと

自治組織や各種団体が行う活動を資金面で支援することによ

り、自治会や団体の負担軽減ができて、活動の継続につながっ

ている。

活動の支援をすることで、新しい活動の始まりにもつながっ

ている。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

人口減少と高齢化の進行で、活動内容のマンネリ化と活動の

参加住民の固定化が進んでいること。

新しい活動が増えていかないこと。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

地区住民の自主的な活動の支援なので、支援の利用について

は住民にまかせている。活動支援の広報を行い、支援の利用を

呼びかけている。

吉田マッププロジェクト

１．どのような活動？

吉田公民館と協働して開設した「吉田マップ講座」の成果で

ある「てくてくよしださんぽマップ」を地区内全戸に配付し、

吉田の色々なところを知ってもらい、訪ねてもらうことにつ

ながる。

２．活動していてよかったこと

吉田地区のいいところを、地区住民にあらためて知ってもら

うことができたと思う。

新吉中１年生のグループが総合学習の中で、マップを使って

ウォーキング活動を企画、実施してくれた。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

マップを使ったウォーキングの企画で、企画した新吉中１年

のグループと地域の行事日程の調整ができなくて、ウォーキ

ングの会が地域行事と重なり参加者が少なかったこと。

４．（上記（3）について）どのような対策をしていますか？

マップを使ったウォーキングをまち協事務局で企画し、企画

段階から中学生の総合学習として取り組んでもらい、運営は

中学生中心で行う。地元自治会や各種団体と連絡して、行事

の日程の把握に努める。
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地縁

団体 新山
（新山地区自治会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

はと麦みその製造販売 １．どのような活動？

新山に５０年以上前から伝わる「はと麦みそ」の味を受け継

ぎ、製造販売している。

２．活動していてよかったこと

新山の「はと麦みそ」は、他に比べて「はと麦」の量が多いの

が自慢です。ご近所だけでなく、遠方より買いに来られるリピ

ーターの方もおられ、「美味しい」「このみそじゃないといけん

わ」という声をいただいて大変励みになります。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

はと麦みそは、とくらの蔵でみそ樽を１年間熟成させます。近

年の猛暑で蔵の温度が上昇し、みその発行が進み色が黒くな

ってしまうことがあります。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

みそ樽の在庫管理を徹底していくことと、蔵に換気扇などを

取り付けることを検討しています。

新山食堂 １．どのような活動？

高齢化が進み、孤食や偏食を補うために、毎月１５日に１食

３００円で食事（お弁当）を提供しています。

２．活動していてよかったこと

「いつも美味しいのをありがとう」「待ち遠しいわ」などと言

っていただいて、うれしく思っています。お弁当を取りに来

た方たちがお互いに会話されたり、近況を報告し合ったり、

皆さん笑顔で帰って行かれます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

コロナの影響でテイクアウトのお弁当としています。大変好

評で、毎回１００食以上作っていて、スタッフは大変です。

以前のように、皆さんで会食出来たら良いと思っています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

スタッフ一同知恵を出し合って、見た目や、季節感、バラン

スを考えて献立を作っています。とくら屋敷を利用して、お

弁当を持ち寄って会食できるように出来たらと考えていま

す。
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地縁

団体 北川
（北川まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

子どもふれあい事業（行事食を学ぶ）
１．どのような活動？

北川地区の文化祭に併せて、５年生がふれあい水田で育てた

餅米を使い、臼と杵で餅をつき、大豆を七輪で煎り、石臼で挽

いてきなこを作り、きなこ餅を作りました。

２．活動してよかったこと

最近では、家で餅つきをする機会も少なくなり貴重な体験が

できました。きなこは、風味豊かでふわふわのきなこができ、

買った物とはひと味違った味わいになりました

３．（４）企画・活動するにあたって苦労したところは？

屋外で活動するので、天気の心配があります。また、参加者数

の把握が難しいです。複数団体に声かけをして協力していた

だく必要があります。

４. （上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

公民館だより・まちづくりだよりにお知らせを入れました。ま

た、小学生向けにチラシを作成し配っていただきました。愛育

委員会や栄養委員会にもご協力を頂きました。

多世代交流事業
１．どのような活動？

地区全体のふれあいの場として「納涼祭」を実施し、地区民が

一体となり納涼祭を楽しみ交流することができました。

２．活動をしていてよかったこと

お盆期間中なので、帰省されている方も多く、老若男女たくさ

んの参加者で楽しい時間が過ごせました。同じ地域に暮らし

ていても普段会うことも少なく、あっちこっちで話に花が咲

きたくさんの交流ができました。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

夏の酷暑で会場の準備・片付け時の健康状態が気にかかりま

す。また、夜になっても気温が下がりにくいです。時期をずら

すことも考えますが、お盆期間に実施することで参加者が増

え、普段できない交流が図られると思います

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

各自で無理のないように呼びかけ、水分補給につとめて頂く

しかありません。水分を補給して頂くようにアナウンスをし

ています。
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地縁

団体 大島
（大島まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

クラフト教室の開催
１．どのような活動？

クラフトテープでバッグ等を講師指導の下に作成し、海の

市・潮風マルシェ・公民館祭等で展示・販売を行う活動です。

２．活動していてよかったこと

教室のある日を生徒さんが待っていてくれる事が一番よかっ

た。作る楽しさ、見る楽しさ、交流の楽しさを感じてくれてい

ることです。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

クラフトバッグばかりでは飽きるので、作品がかたよらない

様に多種のクラフト作品の提案に結構苦労します。又、作品発

表の場の確保にも苦労しています。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

クラフトでの干支・お雛さまを作成。クラフト雛は、”ひな巡

り”に参加し、海の見える家に展示し大勢の人に見ていただき

ました。

よっちゃれ参加と祭への参画・出店
１．どのような活動？

”よっちゃれ”にまち協ひまわり連として参加、八幡様の秋

祭りに参画し、出店する。

２．活動していてよかったこと

よっちゃれ参加は楽しかった、来年も又参加したいとの声、

又、お祭りは地元の人々から参拝者が増え賑わっていたと

の声、を聴きやってよかったと思いました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

よっちゃれ・祭り等イベント開催には、企画の段階でのスタ

ッフ集め、開催にあたっては参加者集めに大変苦労をして

います。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

よっちゃれはスタッフからの声掛けを広げていき５０名で

の参加となりました。又、お祭りは NPO 大島まち協と連携

して出店(おでん・焼きそば・アイスクリ－ム・バーガー)し

て盛り上げました。
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地縁

団体 神島
（神島まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

「えひめ AI」の普及・利用促進

１．どのような活動？

「えひめ AI」を協議会で 3 ヶ月に 1 回一次培養、13 地区で

二次培養し各家庭に配布しています。年 2 回小学校へも販売

しています。

２．活動してよかったこと

小学校 9 校において、えひめ AI-2 をプール掃除に使用して

いただき、藻やぬめりもほとんどなく、簡単に汚れを落とせる

と好評です。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

啓発活動の結果、順調に活動ができています。

親子ふれあいサロン

１．どのような活動？

未就学児を対象に年 4 回の行事をしています。

２．活動をしていてよかったこと

土曜日開催を増やした事で未就園の子どもの兄姉が参加して

幅広い年齢の子どものつながりができてよかったです。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

未就学児を対象にしていますが平日就園している子どもが多

いため平日のサロンの参加者が少ないため休日に実施しまし

た。休日は地域や園の行事と重なり日程調整が難しかったで

す。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

他団体と連絡を取り合い他団体と行事が重なりにくい時期に

開催をずらして行いましたが、年間で予定をしても急な変更

が必要になる時には変更対応ができるようにしました。
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地縁

団体
横江・美の浜

（横江・美の浜まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

安心安全ふれあい学童見守り隊
１．どのような活動？

笠岡市立中央小学校の学童登下校の見守りを行う活動です。

特に交通安全上危険な箇所で実施しています。

２．活動してよかったこと

①3 地区の学童の皆さんと見守り隊の皆さんとの交流が出来

た。

②学童の皆さんの交通安全と保安の面で無事故で協力出来て

やりがいがあった。③朝は更生保護女性会美の浜地区の方々

が挨拶運動も併せて活動できた。

３．企画・活動するにあたって苦労したところは？

夏は、異常に暑く冬は寒く異常気象の中で、高齢化も伴い見守

り隊に協力して下さる方が少ない。責任を感じられる方が多

く自信がないために見守りが出来ないと言う方が多い。

４ （上記（３）について）どのような対策をしていますか？

異常気象は変える事が出来ないので見守りをして下さる方々

の健康、体調に合わせて休んでもらえれば良い事にし出来る

時に出来る時間だけ見守りをして頂ければ良いという事で、

メンタル面で余裕をもって頂くようにした。

環境整備(学童合同） １．どのような活動？

3 地区地域の公園や道路の草刈り・ゴミ空き缶などを拾う年

２回実施する美化活動である。学童合同の清掃活動も 11 月

に実施する。

２．活動をしていてよかったこと

日頃、仕事などで顔を合わせる事のない住民が地域清掃活動

をすることにより子供から高齢者に至るまで顔を合わせて話

をしながらコミュニケーションを図る。学童とも実施する事

で地域貢献の達成感を味わう事が出来た。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

世代間を超えて楽しく実施するための工夫に苦慮している。

一世帯一人ではなく多くの住民に参画してもらう為にはジュ

ース、お茶などの配布以外に楽しめる工夫が必要である。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

小さい子供さんをお持ちのお方は、お父さんお母さんと子供

さん全員に参画を呼び掛けている。子供さんが、喜ばれる様な

ジュースの種類も増やしている。学童一斉清掃活動は、平日の

日に日程を住民が合せて行く事。
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地縁

団体 神島外浦
（神島外浦まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

環境整備草刈り隊
１．どのような活動？

耕作放棄地・空き家・市道まわり草刈り・木の伐採を住民の要

望により実施し、排水溝周辺の草刈りや土砂の撤去、お大師道

の清掃を行います。

２．活動してよかったこと

耕作放棄地や市道まわりなど、環境が整備されつつあります。

３．企画・活動するにあたって苦労したところは？

①隊員の高齢化が進み、力仕事など困っています。

②伐採した樹木の置き場所や処分に困っています。

４. （上記（３）について）どのように解決しましたか？

または対策をしていますか？

①若手の隊員の勧誘などの活動を行っています。

②隊員の所有地所に一時的に置かせて貰っています。

やっこ行列保存会
１．どのような活動？

地元の祭典行事などで行われる『やっこ行列』を地域外の方に

広く周知していただく為と、次代へと継承する為に、子供たち

に教える事を主な活動としています。

２．活動をしていてよかったこと

子どもやっこを中学生に参加していただくようにしたため、

地区内外の方たちにより感心をもっていただけたと感じま

す。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

大人やっこの高齢化が進み、参加者が減少している事に苦慮

しています。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

または対策をしていますか？

中学生に参加を依頼しています。また、参加希望者を随時募集

しています。
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地縁

団体 高島
（高島まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

婆ーちゃるショップ運営事業 １．どのような活動？

島には商店が無いので高齢者、障がい者の方が安心して生活

出来るよう生活用品、灯油等の燃料を販売しています。

２．活動していてよかったこと。

高齢者の方の安否確認にも繋がり、買い物に来られた方が短

時間の会話で楽しい時間を過ごしています。ちゃんと料理を

しているんだなと嬉しい面もあります。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

月２回商店を開き、注文忘れの無いよう５日前に利用者の方

に声掛けをし、必要な商品を一覧にまとめ商店街の代表者に

ＦＡＸで流す。燃料は定期便で運べないので地元漁師さんに

高島～神外間の運搬をお願いしています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

婆ーちゃるショップ運営日を島内予定表に入れ各戸に配布し

ています。また、デイサービス利用者の方にも職員さんから注

文の声掛けをしてもらい、体調の悪い方には配達もしていま

す。

回漕店運営事業
１．どのような活動？

着岸時の綱取り、荷物やメール便の集荷、切符の販売、清掃な

どの業務を行っています。観光客への案内もしています。

２．活動していてよかったこと

高齢化が進む中、安心して定期便を利用することが出来てい

ます。島の玄関口でもある回漕店は観光客にとっても安心し

て島散策が出来ていると思います。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

利用者の方が安全に利用できるよう心掛けています。宅急便

などの荷物は基本回漕店止まりなので受け取られる方に電話

連絡をして、留守の場合は一時預かりをし後日届けています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

定期便が安全に着岸出来るよう綱取りをしたり、利用者が安

全に乗降タラップを利用出来るよう気を付けています。観光

客の方には観光名所の案内もしています。
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地縁

団体
飛島

（飛島自治振興会）

ごんせい飛島観光事業
１．どのような活動？

椿や島内の景観を整備を推進することで、飛島を訪れるリピーターを増

やすことを目的とする。また、椿油の生産を行っている。

２．活動をしていて良かったこと

椿や島内の景観を整備を推進することで、飛島を訪れるリピーターを増

やし、持続可能な島民との交流や関係を深めることが期待できる。また、

伝統的な椿事業を守り続けることに繋がっている。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

島民の高齢化により、作業人員の不足や椿の収穫量の減少、作業人員の確

保が課題となっている。また、椿油の販売先への搬入等の負担もおおき

い。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

人員の確保については具体的な対策は見当たらない。今後、島で活動する

団体や外部若者への協力も必要となってきている。

デイサービス １．どのような活動？

毎週水曜日の午前中に集まり（車による送迎）バイタルチェックや身体機

能の維持・向上を目的としたリハビリ運動を行う。

２．活動をしていて良かったこと

本事業を通して、地域の取り組みを紙面やインターネットなどで広く周知

を図ることができるツールが備わったこと。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

高齢者のひきこもりを防止し、身体機能の維持・向上等の介護予防の促進

を図り、健康を維持することが期待できている。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

特に苦労していることはないが、担当者、参加者の高齢化。参加者の固定

化が課題である。島民のひきこもりを防止するために積極的な声掛けが必

要になっている。

島内交通 １.どのような活動？

公共交通機関のない飛島において、１日６回の定期船の寄港に合わせて、

島民の搬送、荷物の運搬にあたる。

２．活動をしていて良かったこと

島民の交通手段となることで、買い物や通院などを躊躇することなく通

うことができる。島内交通事業により島民が安心して暮らせる地域づく

りに貢献できている。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

定期船の寄港のみならず、島内の移動手段としてのニーズも高まってき

ている。拘束時間があるために外出できないなど、担当者の負担が大き

い。担当する人材の高齢化により担い手が不足している。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

島内交通の一部の時間帯を集落支援員に協力をお願いしている。島民と

集落支援員が協力して島民の情報交換や共有が出来ていることで、事業

を継続することに繋がっている。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体 白石
（白石・島づくり委員会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告会

白石島イノシシ対策活動 １．どのような活動？

白石島で被害の増えてきたイノシシの問題を地域全体の問題

として考え、地域みんなで、できる事を協力し合い対策してい

く活動

２．活動してよかったこと

免許の取得、箱罠の作成やメンテナンス、日々の餌の管理や檻

の見回りなど、島民一人一人が自分たちでできる事を行い、白

石島を守ろうと考え活動されている事

３．企画・活動するにあたって苦労したところは？

笠岡市農政水産課・協働のまちづくり課・環境課・白石島の地

域の方々など、みんなで協力し合っていますが、なかなかイノ

シシの数が減らない事

４.（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

規約を作成しイノシシ対策部会を設立し活動しています。個

人ではなく組織として同じ方向を向いて、同じ思いで活動す

る事で継続した対策を行ってきました。

白石島情報発信活動

１．どのような活動？

月に一回の島内新聞全戸配布による情報発信と白石島公式

LINE による情報発信を行う活動

２．活動をしていてよかったこと

島内新聞を毎月継続発行を２０年以上継続できた事。公式

LINE には２５０名以上の登録者があった事。高齢化が進む白

石島ですが様々な形での情報発信が、白石島の関係人口の増

加と島民に活気をもたらしてくれたらと思います。

３． 企画・活動するにあたって苦労しているところは？

平成１１年から発行している「ふるさと新聞」も２０２５年３

月で３５６号です。毎月の記事探しや締切を過ぎての掲載依

頼があったり、イベント時には号外も発行もあり大変な事も

多いですが継続して地域の情報発信をしていきたいです。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

情報発信の形として島内新聞と白石島公式 LINE と２本柱と

なった事で、様々な年齢層に情報が届くようになった事。白石

島に関係のある島外の方への情報発信もできるようになった

事。
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地縁

団体
北木島

（北木島まちづくり協議会）

一斉清掃活動 １．どのような活動？

海岸線及び周辺の清掃及び山道の清掃側溝の整備を行い、環境の美観維

持と安全安心な公共道を維持しています。

２．活動をしていて良かったこと

多くの方々に清掃整備作業へ参加頂き島民の団結力を強く感じることが

出来た活動でした。人口減少傾向にある中の活動ですが、環境美化、環境

保全が維持されています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

長い海岸線と上り下りの大金山道の清掃は少しずつきつくなっていま

す。特に山道整備は人手と時間がかかります。特に側溝周辺は猪の掘り返

しによる石、土で埋まって処理に時間がかかります。島民の自力での活動

維持に限界を感じています。

４．（上記（3）について）どのように対策をしていますか？

海岸線と山道清掃を同日に実施していましたが、各清掃を別日程で行う

ことで対応する事が出来ました。整備機器の導入（エアブロアー、草刈機）

も大いに活動に役立てています。

花いっぱい活動 １．どのような活動？

島内のメインストリートに花壇を整備し、四季折々の花と緑を管理して

います。環境の美化とコミュニティの場として活用しています。

２．活動をしていて良かったこと

島民の癒やしの場として、又環境美化の意識が高まっていると思います。

観光に来られた方々も興味を持って頂いていると感じています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

活動人口の減少、高齢化に加え、今年度は猛暑と猪による花壇の被害もあ

り、人手が減少しています。活動して頂いている人の固定化により、負担

が集中しています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

広報誌での協力依頼や呼びかけを続けていますが、なかなか実績が上が

りません。本年から年末年始に掛けて、花壇のイルミネーション、ライト

アップして華やかさをだして頂き皆さんから好評でした。

北木島害獣駆除活動（猪） 1.どのような活動？

囲罠１基、箱縄２５基、を駆除会メンバー１７名で猪の捕獲及び罠の修

理、補強等の管理をしています。

２．活動をしていて良かったこと

頑張って下さい、ありがとうの声を掛けて頂ける事がありメンバーの励

みになっています。被害が減ってきたと感じています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

駆除会メンバーの高齢化により、餌付け、罠の見回り、個体の処理がキ

ツイ状態が続いています。又狩猟免許取得者の増加が見込めず保持者に

大きな負担となっています。設定して１０年超の罠の補修、補強の必要

性が高まっています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

個体をバイクで搬出していましたが、危険すぎる為リヤカーを購入し省

力化と安全を確保しました。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体
真鍋島
（真鍋島まちづくり連絡協議会）

真鍋の wa １．どのような活動？

地域住民が誰でも気軽に集えて、たわいもない会話から何か良い発想が

生まれるかもしれないそんな場所作り

２．活動をしていて良かったこと

有志によるカラオケが始まり家にこもりがちな人が足を運ぶようになっ

た。集い、話すことで元気になり意欲に繋がっているように思う。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

集まる人が限られてきてはいるが、ひと月に一回のペースが定着し、今年

度は特に苦労は感じなかった。

真鍋島定住促進プロジェクト １．どのような活動？

移住による担い手確保により地域の活性化を図るため、ＰＲや移住体験

を実施します。

２．活動をしていて良かったこと

本事業を通して、地域の取り組みを紙面やインターネットなどで広く周

知を図ることができるツールが備わったこと。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

移住定住というキーワードそのものが検索ボリュームの少ないもので

あり、またライバル地域も多いことからユーザーを引き寄せることが難

しい。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

まち協レベルでは対策のしようがない分野であり、自治体の積極的な協

力を求めたい。

山道整備・保全事業 １.どのような活動？

山道を整備し、観光地を推進することによって、四季折々の景観を楽し

むことができ、観光客の増加を図ります。

２．活動をしていて良かったこと

観光客の増加を実感。遊歩道、史跡散策等（団体、グループ、少人数等）

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

年々住民が高齢化する中での人員確保と、イノシシの影響で整備を終え

た道が荒らされることです。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

活動人員は、島内のみならず島外からのボランティアの協力。イノシシ

に関しては自警のボランティアの人が罠を仕掛けて頑張っています。

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告
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地縁

団体 六島
（六島まちづくり協議会）

令和６年度笠岡市 まちづくり活動報告

山道（参道）整備事業
１．どのような活動？

主に観光シーズンやイベント前に年３回程度の草刈り、山道

の舗装、枯葉の除去、樹木の伐採などを実施。

２．活動していてよかったこと

景観を守ると同時に、定期的に点検に入ることにより、イノシ

シが荒らしている場所や危険箇所を発見し整備活動を行った

ので、観光客や島民の安全を守る事ができた。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

年々イノシシ被害が大きくなっているため、作業が増えてい

る。猛暑の中での活動は危険を伴う上、作業を行ってきた方た

ちの高齢化により、担い手不足が課題となっている。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

島民のグループ LINE なども活用しながら、自治会や定期的

に島へ帰省している方たちにも作業日の案内をした。新たに

運用を始めた公式 LINE も今後活用して、島外に住む六島関

係者や六島ファンにも協力を依頼する。

「せとうち六島塾」の開催 １．どのような活動？

外部のサポート人材獲得を目的とし、島の良さを積極的に島

外の方々に伝える取り組みを「塾形式」で実施する。

２．活動していてよかったこと

島の暮らしに関心を持つ参加塾生の方たちと意見交換をす

ることで、新たな課題の発見や六島の魅力、可能性などを知

ることができた。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

遠くからの参加者が多かった上に、開催日に悪天候の予報の

日が多かった為、事前準備や調整、連絡に苦労した。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

早めの準備や天気予報での確認、参加者への連絡を行った。

また、当日参加できなかった方には別日で来島いただき、対

応するなどした。
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地域おこし協力隊

東 正治

商店街振興

１．どのような活動？

笠岡商店街で毎年行われている土曜夜市、いちょう祭り、年末セール等の準備、運営に携わっています。

２．活動していてよかったこと

地域の方々と友好を深めることができます。また、地域が抱える様々な問題点を知って、微力ながら自分に何ができるかを

考えて取り組むことができています。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

地域にはそれぞれの特性があり、自分のしたいことやできることではない事象も多いです。その上で自分に何ができるかを

考えて日々の活動を行っています。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

先ずは、地域の方々とのしっかりとした対話を行っています。お互いの歩み寄りをベースに課題解決を行っています。
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地域おこし協力隊
長瀬 寛明

高島の空き家コンテンツ制作 １．どのような活動？

高島にある空き家を利用した宿泊施設や焚火などの高島を

楽しめるコンテンツを制作しました。

２．活動をして良かったこと

ただ空き家を活用するというだけではなく、コンテンツ制作

を通して協力隊や地域の方々が手伝ってくださることで交

流がうまれ、協力しながら活動を勧められた点がよかったで

す。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

空き家の改修やコンテンツ制作をするための、材料を運ぶ道

が狭かったり、土地の整地をすることが大変でした。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策

をしていますか？

自分一人だけではなく、他の協力隊や地域の方々にも手伝っ

てもらうことで、みんなの力で活動をすすめることができま

した。

竹ノ浜ビーチの活用 １．どのような活動？

高島の竹ノ浜ビーチで簡易休憩所や海の家などの立ち上

げを行いました。

２．活動をして良かったこと

立ち上げを通して、新聞やテレビなどのメディアも多くき

てくださり、高島の認知向上に貢献できたことが良かった

です。

３． 企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

ビーチを実際に活用できるようにするために、広大な浜辺

でのビーチクリーンをする必要があった点が大変でした。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？ま

たは対策をしていますか？

高島に遊びにきてくれる方々に、一緒にビーチクリーンを

して頂くことで、楽しめるコンテンツの１つとして提供す

るとともに解決につなげることができました。
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地域おこし協力隊

瀬戸口 馨

海の校舎 運営のサポート
１．どのような活動？

NPO 法人の事務サポート、レンタルスペースでのイベント時

には、会場のセッティングや片付け、校舎内外の環境整備、ヤ

ギの飼育。

２．活動していてよかったこと

大切にされてきた校舎の活用をさせて頂くことで、校舎の価

値が再認識され、ここでの喜びや感動が増えることによって、

また地域に喜びや感動が増えることによって、地域に喜びが

循環し、愛着へと変わっていくということを実感出来ている

こと。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

基本的に、モノづくりの仕事場なので、皆さん個人事業主とい

うことで、事業を成り立たせていく必要があり、イベントをす

る際の担い手として求めることが困難であり、持続可能なマ

ンパワーの仕組みづくりが課題となるため地域との連携につ

いて理解を得ること。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

地元の高校生や近隣の大学生へもご参加をお願いしつつ、近

隣地域からも地域おこし協力隊同士で助け合える関係性の構

築を視野に入れ、マンパワーで持続可能なしくみを考えて活

動を心掛けています。

備中杜氏にまつわる地元の商品開発 １．どのような活動？

酒造りにちなみ糀を使って甘酒とアイスの商品化。地元の古

民家を自ら改修しコミュニティスペースとしても活用してい

く。

２．活動していてよかったこと

半農半漁から酒造りの出稼ぎに出る大島杜氏。日本酒文化が

継承されている地元の嘉美心酒造様ご協力の元、米麴で甘酒

づくりを行い大島まちづくり協議会にて笠岡ひな巡りイベン

トでの甘酒振る舞いが出来たこと。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

ミッションである海の校舎での活動と大島地区での商品開発

を同時進行するにあたって、関係者と話し合いを重ねていく

ことが必要でした。折り合いをつけながら進めていくことで、

いろいろ学ばせてもらっています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

協力隊ネットワーク OEN へ相談。定住促進センター（協力隊

担当課）、海の校舎、協力隊との 3 者、そして NPO 法人のコ

ーディネーターに話し合いの場を持っていただき、次年度の

方針を決めるに至りました。
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地域おこし協力隊
山本 周史

笠岡商業高校課外授業の指導 １．どのような活動？

自身の広告代理店在籍時のノウハウを活かし、高校生に「企

画」「プレゼン」「開発」「宣伝」までを一貫して教える活動

です。

２．活動をして良かったこと

高度な企画テクニックを教える授業だったのですが学生た

ちは、まるでスポンジが水を吸い上げる様にノウハウを吸収

し、結果的に岡山イノベーションコンテストにて高校生部門

一位を獲得してくれたことが良かったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

企画立案のノウハウは教えすぎると、指導側の操り人形にな

りかねません。なかなか学生たちが自発行動で企画立案でき

ないというもどかしさがありました。特に視点を変えるとい

うことを教えるのに苦労しました。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策

をしていますか？

虫食い算的な指導方法をとりました。空欄に入るものは何か

を学生たちに考えてもらうというような指導方法です。その

結果、自分で答えを見つけることができ、その回答は学生た

ちのモノとなっていきました。

映画「しまねこ」による地域 PR １．どのような活動？

今関あきよし監督による北木島オールロケ映画「しまね

こ」の招聘、製作に関わり、映画公開イコール北木島の PR

となる活動です。

２．活動をして良かったこと

ロケ地交渉から、クランクインそしてクランクアップだけ

でなく、その後の編集、宣伝、劇場公開、トークショウ等、

全行程に関わらせていただけたことです。映画作りの大変

さと面白さを同時に味わえてよかったです。

３． 企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

一番苦労したのは情報管理です。地元では情報漏洩に対す

る危機意識が低く、地元の人を信用しすぎて映画の内容を

話してしまうと結末までが噂話として広がる可能性があ

り、結果的にほぼ孤軍奮闘することとなりました。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？ま

たは対策をしていますか？

基本的に隠密行動です。クランクイン前から、未公開情報

のキャスト名から映画の結末までを知ることになるため、

映画に関わる一切をとにかく話さないことに終始しまし

た。
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地域おこし協力隊

虫明 真魚

婚活希望者への個人サポート １．どのような活動？

婚活からの結婚を求める男女を対象にお見合いのセッティン

グや成婚サポートを行っています。

２．活動していてよかったこと

素敵なご縁をお繋ぎできた際に、サポートしている方からい

ただく「ありがとうございます」の言葉がとても励みになって

います。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

なかなか良いご縁に繋がることができなかったときなどは、

当事者の方と悲しみも分かち合うことがあり、心苦しくなる

ことがあります。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

なるべく良いご縁が繋がるよう、積極的に地域の仲人さん達

との交流を持っています。

婚活イベントの実施 １．どのような活動？

結婚を求める地域の男女を対象に、婚活マッチングイベント

を実施しています。

２．活動していてよかったこと

婚活パーティーを通じて、出会いの機会を提供できたことが

嬉しかったです。参加者同士が自然と会話を楽しみ、出会いが

生まれる瞬間に立ち会えたことで、地域に新たなつながりを

生み出せたと実感しました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

参加者集客に苦労しました。初対面同士の緊張をほぐす工夫

や、イベント後のフォローも課題です。地域との連携を深め、

婚活の敷居を下げる企画を考えながら、より多くの方に参加

してもらえる場を作りたいです。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

または、対策をしていますか？

集客のために広報を強化し、初対面の緊張を和らげる和やか

な企画や司会になるように意識しています。イベント後のフ

ォロー体制を整え、魅力的な企画を考案し、参加しやすい環境

づくりに取り組んでいます。
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地域おこし協力隊
三宅 瑠花

くわのみすくすくえん保育士 １．どのような活動？

保育士として子どもを預かり子どもの成長を見守り支援し

ています。また地域の方と子どもたちの関わりがもてるよう

活動しています。

２．活動をして良かったこと

イベントでは､地域の方が子どもの成長を見守ってくださる

ため､地域の温かさを感じながら子どもの成長を感じ､自分

の活動が地域と子どもとのつながりをつくるきっかけにな

ったことに喜びを感じています。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

子どもに育ってほしい姿や､保育感が他の保育士と違った

際、保育の進め方に苦労した。また保育目標について全員が

違う考えをもっているので､その考えをまとめることが難し

いです。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策

をしていますか？

保育士同士で月に一度話し合う場を設け､保育感について話

し合うとともに､今後の目標や子どもの育ちについて話し合

う｡

子どもの一時預かり
１．どのような活動？

ワーケーションに参加された保護者のお子さんを預かり

保育を行う｡

２．活動をして良かったこと

島の自然を使って､植物探しや､製作に取り組みました。子

どもたちや保護者の方から､普段自然と触れあう機会がな

いため､自然を感じる体験ができたことがよかったとの声

をいただいたことが､嬉しかったです。

３． 企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

白石島の魅力を保育を通してどのように伝えるべきなの

かについて､迷いました｡白石島の散策に出かけたかった

のですが､安全面を考え、託児施設内で行いました｡

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対

策をしていますか？

託児施設の園庭に事前に松ぼっくりや木の実を置き､子ど

もたちが散策活動を楽しめるようにしました｡そしてビン

ゴカードを使ってレクリエーションを行い､楽しみながら

自然と触れあえる機会を設けました｡
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地域おこし協力隊

高村 颯

障がい者との地域活動参加 １．どのような活動？

障がい者の方と、地域で開催されているイベントに参加して、お手伝い

や交流などをしています。

２．活動をしていて良かったこと

施設内だけではなく、地域にでて地域住民と交流することにより、障が

い者本人が人間関係や社会生活について知り、考えるきっかけをつくれ

たことが良かったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

言葉や文化などが地域によっても異なるため、障がい者本人だけではな

くスタッフとしても、はじめは知らないことが多く、馴染んでいくこと

が大変でした。
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしていま

すか？

まずはスタッフが地域との交流を積極的におこなっていくことで、その

地域の文化などを知って理解し馴染んでいくところから始める事で解

決をしてきました。

市内各地区での料理教室の開催
「うちのこ会」の開催 １．どのような活動？

障がい者・保護者・地域の方々を対象として、障がいについて学び・考え

るためのイベントを開催しています。

２．活動をしていて良かったこと

障がい者やその関係者だけでなく、一般の方も多く参加してくださり、

障がい者にとっての交流の場となっていることも良かったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

障がい者本人はもちろん参加してくれる一般の方にとっても、一緒に学

びや経験になるような内容を考えることが難しかったです。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

ロボミンのスタッフだけではなく、時には専門家の人も交えて意見を頂

きながら内容をつくることで解決してきました。

障がい者グループホームの運営
１.どのような活動？

睡眠とロボットセラピーに特化した障がい者向けのグループホームを

運営しています。

２．活動をしていて良かったこと

ロボミンでの生活をとおして、障がい者自身や関係者から人生が良い

方向に変わってきたという声を頂けていることが良かったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

利用者も増えてきているため、一緒にロボミンを運営してくださるス

タッフを集めることや、新しい施設開所の物件を探すことに苦労して

います。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策を

していますか？

障がい者の保護者からの良い人を紹介していただいたり、物件につい

ては不動産だけでなく銀行や地域の方々にもお願いして探していま

す。
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地域おこし協力隊

岡本 真美子

シルクスクリーンプリント WS １．どのような活動？

シルクスクリーンというプリントでカレンダーを作るワークショ

ップを月に 1 回吉田公民館で行っています

２．活動をしていて良かったこと

地域の子供達と交流の機会が増えたことです。親子でワークショッ

プに参加してくれているので、貴重な親子の共同作業、時間となっ

ていることにもやりがいを感じます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

ワークショップの集客の面です。フリーペーパーや SNS で周知は

しているものの、なかなか人数が伸び悩んでいます。

笠岡市、移住生活の情報発信
１．どのような活動？

協力隊の活動内容をまとめたフリーペーパーの作成と、WEB マガジン

[ カラふる ] で移住生活記事の執筆をしています。

２．活動をしていて良かったこと

「地域おこし協力隊の mamiko」として認知してくれる方が増えたこと

です。また「記事読んだよ」と知らない方から声をかけていただく機会も

増え、非常にやりがいを感じます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

毎月 1 回記事を執筆しているのですが、ネタ探しが大変です。話題はた

くさんあると思うのですが、他の活動をしながらの下調べ、取材、執筆

etc...となるとかなり時間がかかります。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

活動の全体のバランスを見るようにしています。全てを全力だとバテて

しまうので、息抜きしながら楽しく活動する！をモットーにしています。

シェアキッチンの運営 １.どのような活動？

2024 年 4 月から笠岡駅前商店街にて [ Boonies ] という店名でシェ

アキッチンの運営を行っています

２．活動をしていて良かったこと

営業日には私も店頭に立つので、様々な年代や地域の方と出会う機会が

増えたこと。地域交流が深まり、協力隊での他活動にもつながっています

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

開業する際に補助金をいただいたのですが、あまり使われることのない

ためか？担当者によって規定が曖昧で定められていない点が多く、たら

い回しに。申請から交付までにかなり時間がかかりました。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

タイムロスは避けたかったので、クラウドファンディングを行ったり、自

身で工事を進めたり、とにかく自分で動きました！すると応援してくれ

る人も増えていき、結果いい形でオープンを迎えられました。
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地域おこし協力隊

金藤 光路

商品をふるさと納税返礼品に １．どのような活動？

笠岡市赴任以来行ってきた開発した商品をふるさと納税返礼品に

採用していただき笠岡市の知名度アップに貢献する

２．活動をしていて良かったこと

協力隊山本周史さん指導により全国大会で数々の賞を受賞した笠

岡商業高校の橙クラフトコーラを実際に商品化できたことでテレ

ビや新聞等メディアに取り上げていただいた。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

保健所の問題や笠岡市内に製造工場がないなど様々なハードルが

ありましたが、１つずつクリアして製品化にこぎつけました。いち

じくのドレッシングにつきましては時期ごとに様々な問題が起き

て数度のレシピ変更をよぎなくされました。
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

地道に１つずつ問題を解決するしかないので、コツコツと続けてい

くことが大事であると今更ながら勉強させていただきました。

市内各地区での料理教室の開催
市内各地区での料理教室の開催

１．どのような活動？

公民館単位での料理教室の開催（吉田地区、新山地区）

２．活動をしていて良かったこと

地域の方々に名前と顔を覚えていただきやすかった。新山公民館の会報に

料理のワンポイントコラムの連載をさせていただけるようになった。出来

たものを皆さんで食べるので距離が近しくなった。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

直前まで人数が確定しないので、材料や資料の件がちょっと大変である。

農繁期に長い間開催できないことがあるので連続性をもった講習ができ

づらい。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

都度都度、地域ごとに知りたい料理を旬なタイミングでリクエストをいた

だくことで「次はコレが知りたい」と気軽に声かけていただけるようにな

った。

笠岡市の特産物を活かした商品開発 １.どのような活動？

笠岡産の農産物を使った商品の開発に伴い市内各地の農家さんや会社

にお願いして生産や開発指導 PR を行った。

２．活動をしていて良かったこと

柑橘類を北木島、飛島で収穫。唐辛子の生産を有田、新山にお願いをし

て生産。いちじくの加工品を作る為 BriGarden に協力をいただいた。

このように市内各地での知り合いが地道に増えていきました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

農産物なので収穫が 2 か月程度しかないので通年生産が難しいため、時

期が被らない特産物探しに難儀いたしました。生産はそれぞれ時期をず

らして行っています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

厳寒期にまとめて仕込みができる物の試作を行い、次年度以降、地域の

方々を巻き込んでの商品開発につなげられるプロジェクトを立ち上げ

中です。
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地域おこし協力隊

片岡 玲実奈

島内のインフラ整備お手伝い
１．どのような活動？

LINE 公式の運用や、生活支援サポート部会などのサポートを行って

います。

２．活動をしていて良かったこと

困っていた人の助けになれていることが嬉しいです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

島の方々とのコミュニケーション・会議がギャップがあります。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策を

していますか？

できる限り資料を活用したり、事前に話をしたり、普段から交流する

ことを大切にしています。

市内各地区での料理教室の開催
島内外を繋ぐイベント １．どのような活動？

ファンミーティングや、クリスマスなど島内外の人が交われるイベント

を開催。金風呂丸さんのツアーのお手伝いなどを行いました。

２．活動をしていて良かったこと

イベント・ツアーをきっかけに初めて島に来る方々がいらっしゃったり

島のお年寄りが喜んでくれていました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

集客や、島内と企画者の調整

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

LINE 公式・掲示板の利用、知人に拡散を依頼しました。

週末 cafe の営業 １.どのような活動？

7〜9 月の 3 ヶ月間週末のみ cafe を間借りして、島の人たちと運営

しました。

２．活動をしていて良かったこと

島の人たちが手伝ってくれ、島に来た人たちとの交流の場になりまし

た。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

初心者のため準備・集客に苦労しました。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策を

していますか？

準備は、他のカフェを巡り、オーナーさんに教えていただきました。
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地域おこし協力隊

武井 優薫

真鍋島内の整備
１．どのような活動？

除草作業を中心に、島内のさまざまな困りごとのお手伝いをしてい

ます。私にとって協力隊としてのすべての活動の原点です。

２．活動をしていて良かったこと

島内がきれいになるのはもちろん、地域の方々との良いコミュニケ

ーションの場となっています。

皆さんとても優しく、本当にいろいろなことを学ばせてもらってい

ます。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

当活動自体日常になりつつあるので苦労していることは特にあり

ませんが、毎日身体じゅうがガタガタです（笑）。
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

疲れを残さないように心身のメンテナンスには気をつかっていま

す。すべての活動について言えることですが、何事も無理は禁物だ

ということを実感します。

市内各地区での料理教室の開催
真鍋島の PR

１．どのような活動？

島内ツアーガイドや外部イベントでの物品販売等を通じて、真鍋島の魅力

を発信しています。

２．活動をしていて良かったこと

当活動を通じて多くの人たちと関わり合えること、そして何よりそうした

方々が真鍋島のことを知り、その良さを感じてもらえる瞬間はとてもうれ

しい気持ちになります。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

どうしたらお客さんに満足してもらえるか、どうしたら真鍋島の魅力を余

すことなく伝えることができるか、そうした対「人」との関係性に常に気を

配っています。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

目の前の人、そして真鍋島そのものに対する敬意を忘れないようにしてい

ます。そうすれば自ずと良い関係性の環がひろがるように感じます。

歴史・文化の調査・研究 １.どのような活動？

真鍋島の歴史や文化について、主に聞き取りや踏査といったフィールド

ワークの手法を用いて調べています。

２．活動をしていて良かったこと

地域で暮らすにあたり、その土地ならではの魅力を深く知れました。

また、学会発表・小文執筆・教育機関での講演等を通じて研究成果をアウ

トプットすることで、多方面に真鍋島の魅力を発信することができまし

た。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

「日々の生活」に紐付いており、ともすれば実態の見えづらい活動なの

で、周囲の理解を得るのに苦労しています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

なるべく密に地域の方々とコミュニケーションをとるようにしていま

す。地道な活動ですが、地域で「生きていく」上で必要不可欠な営為だと

感じています。
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地域おこし協力隊
武井 知桜里

ヨガによる地域活性化
１．どのような活動？

真鍋島および北木島の公共施設や、笠岡市本土のお寺等でヨ

ガクラスを開講しています。

２．活動をして良かったこと

「毎回ヨガクラスを楽しみにしている」「身体の調子が良く

なった」などの声がとてもありがたく、活動の励みになりま

す。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

特にありません。おかげさまで楽しく活動させていただいて

おります。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？または対策

をしていますか？

参加される方々の身体の調子に合わせたヨガを心がけてい

ます。

ハーブ・スパイス講座
１．どのような活動？

ハーブやスパイスの効能をお伝えしたり、それらを使って

料理を作るクラスを真鍋島にて開講しています。

２．活動をして良かったこと

「家でもハーブ料理を作った」「毎回の講座が楽しみ」な

どの声をいただき、ありがたいです。

３． 企画・活動するにあたって苦労した（している）ところは？

特にありません。おかげさまで楽しく活動させていただい

ております。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？ま

たは対策をしていますか？

様々な種類のハーブやスパイスの使い方を伝えるように

心がけています。
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地域おこし協力隊

平岡 顕治

文化歴史のデジタル化と見える化
１．どのような活動？

大切にされている歴史や文化を後世に残す活動支援と地域の魅力

に繋がる情報発信を島民と構築するという環境づくり活動をして

います。

２．活動をしていて良かったこと

島民が大切にしている価値観に触れる事でより笠岡が好きになっ

た。高齢化が進む現在、大切な情報資源を遺していきたいと思った

事です。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

時間がかかる活動なので、地域おこし協力隊を退任しても継続して

活動を続けていきます。伝えるべき地域の魅力を一緒に時間をかけ

て遺していきたいです。
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

地域おこし協力隊は 2025 年 3 月で退任となりますが、引き続き

地域活動は続けていく事で情報の蓄積と見える化を行ってまいり

ます。

市内各地区での料理教室の開催
多世代の IT を活用した講座 １．どのような活動？

ドローンとタブレットを活用したプログラミング講座及び、女性の IT 講座

を開講しました。

２．活動をしていて良かったこと

初めて触れるドローンに楽しそうに学んでおられた様子が嬉しい。苦手意

識や不安を解消するパソコン教室を 14 年やってきましたが、笠岡で開講

できてよかったですし、皆さんのやる気スイッチのご様子が一番の栄養源

です。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

このような教室があったら良いのに！という声を頂きました。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

4 月以降に笠岡で教室を開講する事で、多くの不安の解消や楽しみにつな

がる学びと成長の場を提供していきます。

スマホ教室
１.どのような活動？

スマホは持っているけど、なかなか使えていない、近くに聞ける人がいな

いなど、苦手意識などの不安を解消するスマホ教室を行う。

２．活動をしていて良かったこと

難しいと思っていたスマホが「自分でできることが増える」と実感された

時の生徒さんの安堵の表情がなんとも言えない喜びです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

特にありませんが、もっと多くの方のお力になるにはどうしたら良いの

かを考えます。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

地域おこし協力隊は 2025 年 3 月末で任期終了を迎えますが、それ以降

も笠岡でスマホ教室を開講し、みなさまの「わからん・わすれた」を支え

ていくことで解決していきたいと考えています。
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地域おこし協力隊

山根 颯太

島内のインフラ整備お手伝い
１．どのような活動？

LINE 公式の運用や、生活支援サポート部会などのサポートを行っ

ています。

２．活動をしていて良かったこと

困っていた人の助けになれていることが嬉しいです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

島の方々とのコミュニケーション・会議がギャップがあります。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

できる限り資料を活用したり、事前に話をしたり、普段から交流す

ることを大切にしています。

市内各地区での料理教室の開催
ぐらごるスコアアプリ

１．どのような活動？

グラウンド・ゴルフのスコアアプリ「ぐらごる」を通じて、シニア層のデジ

タルデバイドの解消。

２．活動をしていて良かったこと

スコアアプリ講座を通じて、スコアアプリの使い方だけでなく、シニア層

のスマホに関して困っている事も聞ける事は良かったと思います。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

使い方が分かれば使えるのですが、参加する前からスマホは使えないから

と参加されない方が多く、そのハードルを乗り越えて参加してもらう事に

苦労しています。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

スコアアプリ講座ではなく、ぐらごる練習会という形で開催する事で運動

しながらアプリの使い方を知るという会を定期的に開催しハードルを下げ

ようと考えています。

グラウンド・ゴルフリーグ創設 １.どのような活動？

経済性のあるグラウンド・ゴルフリーグを笠岡市で創ることで、経済効果

も出しつつ笠岡市民の健康増進にも繋げるという内容です。

２．活動をしていて良かったこと

12 月から協力隊に着任し、現在は実行委員会の立ち上げと笠岡地域の

方々と繋がりを作っている所です。その中で、良かった事はグラウンド・

ゴルフという共通言語でよそ者でもある程度の繋がりがつくれたりした

事です。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

地元の企業さんと繋がりたいのですが、まだあまり繋がれていない事で

す。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

商工会議所や JC や YEG に入会したりして繋がりを作ろうかなと考えて

います。
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地域おこし協力隊

寺田 伊織

協力隊募集コーディネーター １．どのような活動？

笠岡市の地域おこし協力隊・地域おこし協力隊インターン生の募集

と伴走支援を行っています。

２．活動をしていて良かったこと

募集活動を通して協力隊・協力隊インターン生として新しい仲間が

増えたり、伴走支援によって活動がスムーズになったり新たな事業

展開に繋がっていくことがよかったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

協力隊・協力隊インータン生の活動についても、様々なジャンルの

人がいるため、地域や団体とのミスマッチが生じないように調整し

ていくことに苦労しています。
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

募集段階において事前面談を行い、活動内容についてのヒアリング

と、必要であれば地域や団体とのマッチングを行っています。また、

活動中は活動に関する相談対応や、セミナー情報の提供などをして

います。

市内各地区での料理教室の開催起業志向を持つ大学生の誘致
１．どのような活動？

起業志向を持つ大学生が笠岡市をフィールドに事業検証や事業展開をでき

るようイベント開催や伴走支援をしています。

２．活動をしていて良かったこと

実際に、笠岡市に来て自身のビジネスアイディアを形にしていくとともに、

それをきっかけに継続的に笠岡市に来てくれる関係者人口や移住者になっ

てくれていることが良かったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

起業といっても、その業種は様々であるため、個々の学生にあった形での

フィールド提供や地域住民・団体とのマッチングをしていくことに苦労し

ました。

４．（上記（３）について）どのような対策をしていますか？

笠岡市内の様々な業種の方々との人脈を自分自身が持っておくことで、良

いマッチングができるようになりました。また、笠岡市民活動支援センタ

ーなどに団体紹介をお願いすることもあります。

高校生の地域活動・キャリア支援 １.どのような活動？

笠岡市内の中高生を対象に、スマホスクールなどの地域活動やかさおか

未来フォーラムなどのイベントを開催してます。

２．活動をしていて良かったこと

参加してくれる中高生が、地域の方々と繋がっていったり、自身の将来に

ついてより具体的に考えられるようになる姿を見れることが良かったで

す。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

自分達がやり過ぎると、学生が受け身になってしまうので、なるべく学生

が主体的に参加ができるような内容や仕組みにしていくことが難しかっ

たです。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をして

いますか？

自分達はファシリテーターとなり、中高生が考えて動けるタイミングが

主体となるような内容になるように意識をしながらイベントなどを作っ

ていきました。
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本田 そら

児童向け国際交流イベントの企画
１．どのような活動？

市内の児童対象に異文化交流の機会を提供する国際交流イベントを企画し

ています。

２．活動をしていて良かったこと

企画を通じて、笠岡の小学生の学童保育や塾、習い事などに関わる課題や現

状を知ることが出来ました。まずは一度イベントを開催したうえで今後も内

容をより笠岡の現状に合うものにアップデートしていきたいです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

現段階ではあまり困ったことはありません。笠岡国際交流協会とタッグを組

んでの開催で、アドバイスをいただいたり、役割分担が出来ており、とても

スムーズに企画・開催準備が出来ています。不安なのは集客のみです！
４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしていますか？

集客に関しては適切な時期に情報をリリースすること、そしてターゲットを

絞って行うことで効果的な広報ができればと思っています。

市内各地区での料理教室の開催ポルカドットで豚汁会 １．どのような活動？

ポルカドットにて豚汁を食べながら笠岡についてを話すイベントを開催しました。

２．活動をしていて良かったこと

参加者の方から「もっと笠岡のことを考えてみたい」というお声を頂きました。自

分自身が笠岡市民の声を聞きたいと企画しましたが、イベントを通じて市民の方が

笠岡を考える機会を作れたことが非常に嬉しかったです。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

一番苦労したことは集客です。笠岡での活動を始めたばかりで自分自身も市民の方

との繋がりが少なく、定員の 20 人を集めるのが非常に大変でした。効果的な広報

や計画性、人との繋がりの重要性を実感しました。

４．（上記（３）について）どのような対策をしましたか？

開催場所の立地の良さを活かし、通行人に参加を呼びかけたり、自分の持つ繋がり

をフル活用し、定員数まで集客が出来ました。笠岡市民やターゲット層に適した応

募方法を考えるなどをその後の活動では意識しています。

自習室マップ作り
１.どのような活動？

笠岡市内の中高生に向けて、フリースペース・自習室の情報を記載したチラシを

作成・配布する活動です。

２．活動をしていて良かったこと

各施設様より、十分に中高生に向けて広報が出来ていなかったため、今回の活動

は助かるとのお声をいただけたのが良かったです。痒い所に手が届いた感覚を得

ることができました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

マップのチラシ作り。作成側の主観に偏っていない内容、受け手の行動変容に繋

げるための適切な表現など考えるべき事が想像以上に多く、何度も施設の方々と

やり取りをしながら正しい・効果的な表現にしていきます。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしています

か？

必要な時に必要な人に頼ることを厭わず、自分だけですべてを解決しようとしな

いようにしました。人との繋がりがあったからこそ完成することが出来たと思っ

ています。

地域おこし協力隊インターン
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笠岡関連映像の資料収集・保存
１．どのような活動？

笠岡がロケ地となった映画の DVD を購入し、現地調査の前に視聴して

撮影シーンを予習し効果的な調査につなげるもの。

２．活動をしていて良かったこと

ロケ地となった映画のポスター、昔のチラシ、昭和初期の貴重な映像な

ど、少しずつではあるがライブラリーとしての資料も整いつつある。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

資料館的な形は年数がかかると思います。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしていま

すか？

SNS などを活用して広く活動を知ってもらうこと。

市内各地区での料理教室の開催笠岡ロケ地冊子作成のための現地調査
１．どのような活動？

真鍋島と白石島を訪問し、まちづくり協議会会長さんや公民館長さんの話を聞

きながらロケ地を調査しました。

２．活動をしていて良かったこと

まちづくり課からにコンタクトを取っていただき調査に出向きましたが、地元

の方から好意的にご協力を頂けたこと。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

島地部のため調査日程が難しく、会員同士の事前準備にも時間がかけられなか

ったこと。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

現地の撮影ｼｰﾝが分かるように映画の一部を DVD に記録した資料を作成し、

調査の前にビデオを視聴して情報を共有しました。

笠岡映画文化の発信
１.どのような活動？

北木島でオールロケされた「しまねこ」を午前と午後の２回に分けて上映し、

映画会の後に映画研究家の世良利和氏や今関監督のトークショーを開催しま

した。

２．活動をしていて良かったこと

集客も大変でしたが、当初の定員５０名をオーバーする来場者があり苦労が

報われました。特に今関監督が来笠され撮影当時の苦労話などを楽しく聞く

ことができました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

映画「しまねこ」はセリフがほとんどど猫語（にゃ〜）という新感覚の映画

で、スクリーンの字幕を見る時、平面の客席では見えにくいため客席に段差

を作ったこと。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

段差を付けるためにホームセンターでコンテナ BOX を仕入れ、その上に地

区の製材所から提供していただいたコンパネを敷いて２段の客席を作った。

また椅子の間隔も調整しながらセットしたので即席とはいえ映画館の雰囲気

が出せた。

志縁

団体
笠岡小さな映画館

プロジェクト

ロェクト
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NPO 法人スポーツ巡回

ネットワーク

笠岡諸島サッカー教室 2024

１．どのような活動？

10 月北木小学校にてサッカー教室を開催。12 月白石島『くわのみすくすくえん』にてクリスマス交流会を開催した。

２．活動していてよかったこと

離島や過疎地に住む子供たちがスポーツを通して出会いがあり、楽しかったと言ってくれることが一番のやりがいです。

３. 企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

全国各地の極小規模小学校との調整のため、学校・教育委員会など調整が大変でした。

４．（上記（3）について）どのように、対策をしていますか？

子どもたちにとって必要な活動だということを粘り強くお話しさせていただき実績をいただくことで、より大きな活動につ

ながることができはじめてます。

志縁

団体
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にいやま新栄会

井笠鉄道イルミネーション
１．どのような活動？

井笠鉄道記念館での車両イルミネーションや点灯式で小学生に募集

した井笠鉄道のイルミネーションイラストの表彰式を行いました。

２．活動をしていて良かったこと

小学生や地区の方々と協力して設置・運営することで一体感が生ま

れ、子ども達の地域への愛着や、地域コミュニティの絆を深めることが

できました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

・毎年好評を得ているが、今後の展開に限界がある

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

・他地域にも協力を頂き 拠点を増やしスケールアップを行いたい

市内各地区での料理教室の開催防災講座 １．どのような活動？

新山地区自治会と合同開催で、笠岡市危機管理課の講話や避難所体

験、非常食体験をしました。

２．活動をしていて良かったこと

地元中学生もアイディア出しや企画段階から協力してもらい、地域全

体で、防災の重要性を実感し、自分たちの役割について理解を深められ

ました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

・「防災」と言う地域にとって重要なテーマであるが、実施内容の決定に

苦労した

・地区内外への PR 不足

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

・中学生のアイデアや行動力でカバー出来た

夏だ！元気だ！そうめん流し in とくら屋敷

１.どのような活動？

地域の拠点とくら屋敷にてそうめん流し、ゲーム、栄養委員会によ

る料理教室を地区内外の子供たちと楽しみました。

２．活動をしていて良かったこと

地元中学生がイベントの計画と実施に積極的に関わった事は、とて

も楽しく有意義な体験となりました。在住外国人も参加し、世代や

地域を超えて多くの人がとくら屋敷に集まり、共に時間を過ごし、

交流を深める素晴らしい機会になりました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

・毎年恒例の人気企画だが、内容がマンネリ化

・ご協力頂いている知己の方々の減少による人材不足

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？

笠岡市立新吉中学校生徒さんに企画・運営に参加して頂いた

志縁

団体
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ぼっけーまち会議

御嶽山に登ろう
１．どのような活動？

笠岡十名山の御嶽山登山をとおし、地元の自然や史跡にふれあいながら

笠岡の魅力を発見する活動です。

２．活動をしていて良かったこと

例年より遅い実施で、天候条件が悪い中の開催でしたが、参加者の満足

度の高いイベントとなりました。例年の説明に加え、「大島のまちづくり

協議会」の協力の元、史跡の説明を充実させることができました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

企画・開催までにあまり準備期間がなく、昨年度までの経験則をたより

に実施しました。天候条件が悪く、開催前日に急遽イベント内容を一部

変更しました。事前準備の登山道の整備で不備を確認しました。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をし

ていますか？

防寒着などの準備物をそろえ、イベント内容を柔軟に変更することによ

り、怪我や低温に対するリスクを軽減しました。事前の整備登山を行い、

落ち葉や倒木の撤去、祠の倒壊箇所は御嶽山観光協会に報告しました。

市内各地区での料理教室の開催
こども夜市

１．どのような活動？

こどもたちに接客や店の運営を体験してもらうイベントです。人を楽しませ

る側の視点でイベントを盛り上げてもらう活動です。

２．活動をしていて良かったこと

こども店員のサポートとして、中学生・高校生のボランティアを募り店舗運

営をしてもらいました。好評いただき、活動を知ってもらえました。学生と

の関わりが増え、他の活動への足掛かりとなりました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

人の割り振りや当日の運営に関してです。マンネリ化を防ぎ、かつ魅力的な

内容となるようグループの割り振りや役割分担の工夫が必要でした。また開

催に関して他団体と協働で行う為、事前の調整が必要でした。

４．（上記（３）について）どのように解決しましたか？

情報を集約し、現場の声を取り入れ調整することで、伝達漏れを防ぎ、混乱

や不測の事態に対応しました。学生メンバーを仲介役に繋がりを持つこと

で、心理的な負担を軽減しながら参加・協力を促すことができました。

ポルカドット地域拠点化ＰＪ

１.どのような活動？

拠点「ポルカドット」を一般開放し、交流拠点・居場所として広く活用して

もらう為の環境整備・ＰＲを行う活動です。

２．活動をしていて良かったこと

事前準備として、現役学生の声をリサーチし、予約アプリの開発やチラシの

作成、利用者のルール作りなど、利用者の視点を大切にしながら環境を整備

し、学生と一緒になって活動をすすめました。

３．企画・活動するにあたって苦労した（している）所は？

常の活動に加え、他の利用者へのアフターフォローや環境整備など、日常的

な業務量が増えました。リピーターが多い反面、利用者のすそ野を広げ、幅

広い利用を目指しています。

４．（上記（3）について）どのように解決しましたか？または対策をしてい

ますか？

チラシを高校に配布したので、今後は地域の商店や企業などにも周知して

いきたいです。ワークショップを実施し、幅広い年代に知ってもらえまし

た。管理業務を円滑に進めるための仕組みづくりをしていきたいです。
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